
温
度
並
に
米
の
乾
燥
度
と
米
粒
間
隙
の
温
度

･')
の
関
係
に
就
さ
て

第

一
報

提
琴

博

士

近

藤

菌

太

岡

村

喜

今

態

･
1
-
=
1
柿
せ
る
米
久

仏

米

か

リ

て
北
米
枇
側
桁
hIJ
淑
E.I
r

㈲
怖
淋
蛇
､
む
打
抜
に
測
･:j
し
て
托
軸
比
に
Li･U
T
米
の
水
分
t

止

せ

決

場
心
に
あ
り
て
米
か
よ
く
乾
陳
す
れ
ば
*
'
紐
冊
脈
の
乍
気
舶
睦
は
小
.'心
ろ
ベ
ノ1,､
米
か
減
り
た
る

畔
は
其
仲
間
陀
S
名
家
の
腺
腫
も
人
な
ら
こ

1Jj刷
ら
か
な
り
O

著
者
廿
は
ポ

S礼
節
に
韮
き
て
種
.々
の
水
分
合
瀧
の
米
を
作
の
之
か

秤
ケ
の
捉
度
に
監
き

てい
て
米
の
水
分
含
鼠
,rJ准
柏
閉
院
の
滋
度

)ヾ

の
組
係
在
社
駿
せ
り
C.
尚
優
駿
紺
行
中
な
る
か
其

一
部
な
滋
に
硝
東
せ
ん
.,I)す
O

責

佑

其

l

翫
度
誠
に
米
の
乾
経
度
と
米
粒
間
隙
の
猟
度
と
の
働
係
に
就
き
て
､
坊

一
報

エハ;i



机
蛙
並
に
米
ハ
乾
燥
度
と
米
粒
間
隙
の
強
度
と
の
舶
係
に
邸
*
Jて
､
鈴

一機

六
六

昭
和
四
年
産
の
玄
米
(
混
合
米
)
に
て
山ハ
柁
:S
昇

れ
る
水
分
告
=.ji
の
俵
米
を
作
り
て
伯
林
フ
エ
ツ
ス
徽
挽
脇
杖
(
a

Fu･=
S

S,
S
teTJh
hyg
L･0
･

星

亨
)

を
俵
の
中
に
挿
入
し
て
米
の
水
分
4･=溢
ミ
米
松
仰
隙
の
楓
簡
潔
蚊

.f一の
陶
棒
を
挫
扱
せ
り
.
昭
和
五
年
十
月
に
､
~室
温
(
倉
屯
温
)

に
て
行
ふ

Q
其
結
氷
は
第

一
義
の
如
し
｡

潮

-
触

輪
舞
0

)

Jl(
坤
吟
蛭
川

米

雷
蓋
笥
U)
竪
撃
辞
掃
(
〓
L]
.

〓
局
毎

,ftf〇)ZF
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前
表
に
よ
れ
ば
米
の
水
分
含
丑
pr)米
if
L.聞
隈
の
随
棟
髄
妓
rrJは
燕
技
の
相
伴
あ
る
や
認
U
(第

l
b=3
多
軸
).
放
.J
米
相
間
隙
の
掛
係
軸
比

に
よ
り
て
甚
供
米
S
水
分
含
地
を
推
定
す
る
こ
'F'な
は
Q

棄

取

其

二

度
触
共
二
に
於
て
紘
旭
刺
力
の
玄
米
妓
粗
末
に
i1
絶
々
の
水
分
今
=誠
の
試
料
な
作
り
之
を
二
斗
苑
二
十
人
の
ト
タ

ン迦
S
鎌
に
tj:.封
し
て



之
を
神
々
の
礼
帽
の
噺
に
F･jき
て
米
の
脱
皮

1ヾJ
薩
の
米
粒
閉
脚
的
純
係
淑
g
J)を
測
･..4
し
以
て
米
の
弧
肢
加

に
米
の
舷
晩
妓
'()米
_f
州
臓

の
淑
･琴
')の
脚
係
を
:t
駿

ビ

り

｡

米
の
温
度
及
米
柑
附
隅

6腺
腫
は
ト
タ
ン
触
磐
梯
の
上
層
に
穿
ち
た
る
孔
な
通
じ
て
長
き
搾
状
堰
唆
計
及
前
妃
の
険
搬
杖
を
押
r<
し
て
測

定
せ
り
｡

米
の
日収

低
温
は
瑞
氏
帯

皮
に
近
き
J
S
に
し
て
此
低
温
に
笠
か
ん
が
娼
め
に
米
嘩
な
は
冬
別
綿
雪
に
て
也
み
た
ゎ
0
=,山
市
況
は
満
些

ニ
0

度

)ヾし
港
間
に
訴
氏

1
･-
二
度
ー
九
度
､
1
0
腔
､
1
九

妓

ー
二
〇
腔
ー
二
.F
比
の
混
沌
な

改
打
て
兆
那
慢
米
相
聞
願
の
液
性
を
測
･止
せ
り
Ll

尤
･

･D
米
の
P,5
舷
生
1.i
L
1る
に
は
棟
氏
川
〇
度
の
新
に
米
雌
を

正
き
て
米
か
白
然
に
畷
よ
る
わ
待
ち
た
り
ゥ

久
米
の
水
分
含
盤
は

一
〇
･
二
%

t
t
二
･
〇
〃〃t
t
洞
･C
J
t,I

i
五
･
九
㌔
;

一
八
･
三
鰐
､

1
九
･
八
り
,rI㌫
せ
り
T.

EF･和
五
年
産
米
中
川
ひ
昭
和
六
年

'4
月
-
1二
月
に
..t
瞭
せ
り
｡

右

併

扱

Sr打
凪
は
苅
二
衣
の
如
し
P

灘
日
舞

村
瀬
0
)き
jT
砂
糖
臨
L=
米
CD
前
障
川
瀬
辞
Rprl舞
う
軍
寧

海緑
川

0
壷

二
軸

限
度
非
に
米
の
乾
畑
度
と
紫
郎
間
隙
の
粗

度
と
の
鵬
係
に
就
き
て
ー
那
1
報



軟
度
非
に
米
の
鹿
換
匿
と
米
料
叩
除
の
恥
度
と
の
鵬
係
に
拭
き
で
'
妨
1
朝

六
八

… 巨
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前
表
に
よ
れ
は
攻
の
串
.筏
を
認
7㌦
二

第
ニ
ー
三
組
参
照
)

1.

一
般
に
米
の
水
分
含
=.北
か
多
-
な
れ
ば
米
ポーン
閉
脚
小
相
伴
似
比
は
付
加
で
｡

二
､
同

t
の
水
分
含
濃
の
朱
に
て
ら
北
米
の
脳
腔
が
変
化
す
れ
ば
米
粒
附
隙
の
紬
係
朗
度
は
煙
化
す
｡

ニ
1-
米
の
水
分
含
ガ
が
約

一
C
-

1
六
%
に
て
米
独
溝
氏
fr,qrJ矩
以
上
な
る
峠
醸
米

の温
岬
が
上
昇
す
る
F')非
に
米
柑
湖
肺
の
榊
波
紋
上
昇
す

.温
度
ハ
比
以
下
の
低
塩
に
て
は
低
温
rr)共
に
反

っ
て
間
隙
の
湖
度
が
上
り
で
鵠
め
に
'F
比
に
て
浪
皮
が
最
小
'[)な
る
O

E:
.
光
の
水
分
含
丑
が
約

t
,<
-
二
〇
%
の
多
地
米
に
て
紘
箭
氏
等
比
叉
九
蝿
の
低
.滋
に
め
て
扶
米
相
聞
駅
の
瀬
峰
は
纏
め
て
大
に
し
て
一

〇
沌
rrJな
れ
は
反
っ
て
米
柑
nH
防
瀕
蛙
か
忠
に
減
じ

一
〇
捜
乃
至
二
〇
度
に
て
h.小
'])な
る
｡敬
に
.EnB
腔
が
革
蒙
る
陣
は
胞
腔
が
冊
的
す
O

五
､
或
る
輿
へ
ら
れ
;1
ろ
温
度
に
於
て
例

へ
ば

_q
K
二
〇
技
に
於
て
米
紬
間
隙

S
組
係
瀕
度
々

測
る
時
は
其
米
の
混
焼
滝
を
大
約
判
定
し
柑



ベ
し
｡

而
し
て
此
小
は
:tt
娘
1-二
二

に
於
り
る
'rJ同
じ
｡

半

疑

其

三

,

於
樹共

二
.rJ同
時
に
且
つ
同

一
の
材
料
を

Ⅲ
ひ
て
郁
々
S
水
分
含
澱
の
粗
米
な
作
り

永
二
斗
苑
を
二
斗
r<
ト
タ
ン
棚
に
常
付
し
て
種

争
S

温
故
に
鑑
き
以
て
.
樹
氷

S水
分
含

劇
北
.J
米

S温
度
,,)米
相
聞
肺
の
似
係
脱
皮
rr)の
阻
搾
.什一度
駿
せ
り
O

材
料
は
旭
抑
力

'1
て
叫
利
五
年
塵
に
て
昭
和
1.ハ
牢

.I
L;
-

三
日
に
餌
駿
で
｡
粉
米

の水
分
舎
弟
を
tI
〇
･
一
解
､
一
二
･
〇
餌
､
r
LF.
･〇
㍍

1
六
･
二
解

､

t
七
･
九
叱
~
二
〇
･
三
%
.rJす
.

将
来
の
温
故
は
碍
任
に
近
き
ら
り
よ
り
約

1
度
t
.L=iJ波
'

一〇
摺
.

IJ
.,;疫
､
二
〇
腰
､
二.Lt
蛙
'
三
C
唯
等
鵬
攻
に
稀
.＼
な
せ
り
0

米
の
脱
皮
及
米
車1㌢
愉
院
の
萱

の
州
鮭
は
比
き
昨
秋
来
嘘
計
及
鹸
淋
枚
に
よ
り
し
こ
,I-Ta
t
r,向

じ
｡

ポ
性
扱

ST結
果
は
攻

S如
し
｡

淑
川
翻

雷
光
O
)
芽
や
坤
棒
轟
r.
米
U
)
ii
落
川
舞
荏
rutj編
C
)
琶
諒
泰
掃
川

0)
軍

4

,

i
;

狐
腰
･#
,に
米
の
乾
燥
腔
と
米
抑
潮
解
の脇

座
と
の
船
旅
に
就
さ
て
､
邪
1
報



私
産
兼
に
米
の
舵
煉
度
と
米
相
聞
鮪
の
粒
匿
と
の
関
係
に
就
き
て
ー
第
一
報
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この こOCJ7_ e ヨ 智

前
表
に
よ
れ
は
粗
米

い
水
分
含
=:5
並
に
米
の
温
度
tr)米
印
閉
院
の
柑
係
減
哩
.,)の
相
伴
'1
つ
き
て
次
の
事
件
か
認
む
t
(
弟
掴
tQ,I
r謝
金
?
:)

i
-
粗
末

の水
分
告
丑
が
多
-
な
る
に
征
ひ

て米
粉
開
院
の
幽
係
浪
雌
は
相
加
す
O
但

し
水
分
約
二
L)%
の
も
の
は
混
蛇
山
放
っ
て
減
せ
し

な
駆
し
ろ
こ
PJ)あ
り
｡

l
｢

帆
米
の
水
分
含
丑
か

l
O
-
1
六
郎
に
で
線
度
か
盛
氏

一
〇
度
以
上
な
ろ
峠
は
川仙
腰
&
上
昇
p,)北
ハに
米
柑
間
隙
の
組
係
泌
憎

は
上
昇

す
.
減
氏

r
〇
度
以
下
帝
政
迄
に
て
は
.=B
波
の
降
ろ
P,)井
に
相
聞
の
胞
腔
は
反
っ
て
増
加
せ
ち
な
認
tttl｡
故
に
拭
氏
約

l
C
鮭
に
て
相
聞
院

い
温
度
は
鼠
小
rr一な
り
て
緒
過
払
々
示
す
〇

三
ー
水
分
倉
並

-
八
%
ー
二
〇
宛
の
籾
米
に

Tは
誹
氏
二
〇
度
よ
･2
零
度
迄
は
山
慢
S
降
ろ
に
従

ひて
粋
間
の
温
位
は
漸
次
に
附
加
す
.
さ



T ｢

れ
..iJ二
C
･性
以
上
rr.

な
れ
ば
反
っ
て
昇
=B
p/)北
ハに
相
聞

の浪
渡
が
岬
仙
し
二
〇
皮
に
て
枯

小
S
淑
圧
を
祁
し
て
t
.桝
に
幡
迦
鮎
中
り
O

i
I
玄
米
pr)帆
米
rr)は
准
米

S水
分
含
･iy
rJ柑
間
隙
の
鰍
怖
泌
促
pr.に
於
て

1
放
せ

ざ
る
故
に
両
者
を
同

一
に
阿
り
搬

′で
)
↑
一犯
は
ざ

れ
pご

或
る
典
へ
ら
れ
た
る
温
度
に
於
て
米
松
間
臓
の
脚
係
軸
椎
.ぜ
測
る
峠
は
水
分
含
.,些

10
餌
の
如
き
極
端
の
多
端
米
を
除
け
は
柏
愉
隈
S
滅

度
に

よ
り
T
q
.米
の
蛇
快
度
.仔
大
約
判
定
し
枠
ろ
こ
rr,玄
米
に
於
て
溜
め
(Jtも
rrJ同
じ
o

l

考

察
ヽノ

ホ
ッ
プ
マ
ン
(･T.
-▲‥.

Ho
-.fm
買
=
)G

は

大
葬
な
綿
々
の
は
度
に
払
き
て
其
水
分
含
並
P,太

上
部
の
垂
範
S
水
落
鼠
般
力
並
に
関
係
浪
捜

.I-別
組
係
に
つ
き
て
傭
軍
に
雀
撒
せ
り

.

そ
の
括
鬼
を
見
る
に
一
鮭
の
温
度
に
て
は
大
葬
の
水
分
禽
龍
が
多
-
な
ら
に
従
ひ
て
推
上
部
の
重

点
の
水
蒸
気
脱
力
雌
に
相
伴
淋
膿
は
規
則
爪
し

-

岬
如
し
又
同

1
水
汁
食
止
の
七
番
に
て
は
避
温
度
の
市
-
itIも
'(,共
に

蕗
試
演
り
盈
払
時

感
度
は
棉
州
す
.
さ
れ
一.rl
著
者

等

が
茶
結
県
臓
菱
よ
り
判
定
す
る
に
水
分
含
庇
が

一
三
%
以
上
LIL
T
場
代
こ
し
促
以
仁
に
.q
か
れ
た
ち
也

合

に
は
昇
温
S
臨
め
に
反
っ
て
滋
度
が
多
少
減
少
の
傾
向
あ
り
｡
又
水
分
含
範
か

+1
八
%
､

1
九
%
に
て
多
滅

S場
合
に
紘
榛
低
脱
文
は
i=f

塩
の
陣
に
鳴
渡
か
大
に
し
て
中
間
渦
度
の
峠
に
浪
唯
の
小
な
ろ
こ
,I)あ
る
を
静
ひ
る
な
3
.｡
右
ホ
ッ
ク
マ
ン
は
大
葬
な
稗
み
た
ろ
域
所
に
て

穀
松
上

3
垂
範
の
茶
鼠
張
力
及
組
怖
繊
度
北
に
温
度
を
測
り
し
も
の
な
ら
が
(
cL･.)著
者
等
は
米
々
依
叉
は
継
･.!入
れ
て
共
枕
間
隙
の
柑
搾
油

度
及
温
度
を
剃
り
し
か
故
に
其
ん

法
に
於
て
多
少
興
れ
.7)J
性
駿
の
目
的
な
同
ふ
し
且
つ
児
結
果
に
於
て
ら
固
じ
き
を
駁
.P.1る
な
り
.
叉

コ

■1ノ.
･り一

-
ル

T

ン
及

フ

H.
ロ

ー
ス

(
()
IL

C
oILlr"
ぎ

拝

H
･
O
.
Fell…
ノS)
J

も
牢
中
瀬
束
pr,叔
粒

S
水
分
今
==.'g
･,,の
幽
傾
,F
LEi徹
し
た
り
一｡

〟
.

米
小ヤ水
分
軒
先
.'-.米
ifIr
間
隙

S幽
搾
油
捜

渦
Si
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に
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